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2021年 9 月 1日 

 

au アセットマネジメント株式会社 

 

auアセットマネジメントが運用体制を大幅に強化 

 

～自社運用によるファンド組成、および機関投資家ビジネスへ業容を拡充～ 

 

au アセットマネジメント株式会社は運用体制の大幅な強化のため、2021年 9 月 1 日付で【戦略運用部】

を発足させましたことをお知らせします。 

KDDI グループ内の資産を活用した新しい運用商品の開発など、今後は自社運用によるユニークで高品

質な商品の組成・運用と機関投資家ビジネスへの業容拡大を通じ、投資家の皆さまへ貢献していきます。 

当社は、従来ファンド・オブ・ファンズ（以下、「FoFs」）に特化した投資信託の組成・運用を行ってま

いりましたが、個人投資家における運用ニーズの多様化、および KDDI グループ内外における当社役割へ

の期待の高まりを受け、外部より高度な専門能力を持つ運用部隊を迎えた大幅な体制拡充を決断しました。

お客さまの資産運用にお役立ていただけるよう今後も変革を続けていきます。 

 

■ 戦略運用部長 兼 運用ヘッド 就任のご挨拶 

 

戦略運用部の運用手法 

 

この度、戦略運用部長 兼 運用ヘッドを拝命致しました東出と申します。 

戦略運用部ではテクノロジーを積極的に活用しながら、市場参加者が意識する着眼点

や相場観と、学術的な数理科学の側面を踏まえた定量的なルールを構築して運用する 

「クォンツ手法」に軸足を置いてまいります。 

 

クォンツ手法の優れた点は、構築したルールが陳腐化しない限り、将来に渡ってバ

ックテスト1と似通った収益の獲得を期待できることにあり、安定した期間収益を獲得

（＝安定的な資産形成を実現）されたいお客さまのご期待にお応えできる運用手法で

あると考えます。 

 

 

  

                                                      

1 バックテストとは、ルールにもとづく運用手法の有効性を検証することを目的とし、過去のデータを用い

て行う投資シミュレーションのこと。 
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幅広い投資家へ高度な運用手法をご提供 

 

近年ではロボアドに代表される様々な投資サービスの普及により、個人にとってもテクノロジーを

活用した投資が身近になりました。 

しかし、個人資産に占める現預金比率の高止まりが示すとおり、現在これらの投資サービスはまだ普

及が始まったばかりであり、特に運用におけるテクノロジーの活用やこれに基づく運用手法は、プロ向

けと個人向けで依然として大きな差があるように思います。 

コロナ禍における経済対策として各国中央銀行により供給された大規模な資金が、段階的に引き揚

げられようとしているなか、投資判断が一層困難になる相場局面を迎えようとしています。かかるな

か、個人資産を守るためには、より積極的なテクノロジー活用による高度な運用戦略のご提供が不可欠

であると考えており、従来であれば巨額な資産を運用する一部の機関投資家のみに提供されてきた高

度な運用手法を、個人も投資可能な金融商品として広くご提供することを目指してまいります。 

 

 

最先端の運用手法を取り入れ、TOPクオリティの商品をご提供 

 

ルールベースの運用手法開発は日進月歩です。産業界に限らず、学術界においても AI、確率、統計

といった様々な分野で新たな運用手法が開発されています。我々は各分野の最先端で研究を進めるア

カデミアとも連携を取りながら、変化し続ける相場環境に対応した TOPクオリティの運用手法をご提

供してまいります。 

 

お客さまの立場で考える運用会社 

 

 DX化の流れが加速するなかで、運用業界にもその流れが着々と浸透しつつあります。我々は KDDI 

経済圏の中での役割を意識しながら、「洗練された TOPクオリティの運用商品」と「幅広い運用機会」

をご提供することで、より一層、皆様にとって頼りになる資産運用会社を目指してまいります。 

 

 

2021 年 9 月 1日 

 

【略歴】 

東出 卓朗（ひがしで たくお） 博士（工学） MBA（Finance） 

2010 年 4 月 メガバンク入行後、市場部門にて為替の自己勘定取引及びデスククォンツとして勤務。2015 年より

大手日系資産運用会社にてクォンツ並びにジャッジメンタルファンドマネージャーとして勤務した後、2021 年 7

月に au アセットマネジメントに入社。入社後、インハウス運用体制を立ち上げ、9 月 1 日より現職。 
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主要専門領域はマルチアセット、債券、為替、デリバティブ、アルゴリズム取引。ポートフォリオ最適化やダウン

サイドリスクコントロールに関する様々なソリューションの提供や、相場局面等を判断するシグナル組成にも精通。 

研究分野は数学(確率解析)、人工知能・機械学習。2017 年人工知能学会金融情報学研究会にて優秀論文賞受賞。 

 

＜新体制図＞ 

 

（https://am.au-financial.com/news/n20210901/） 
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【au アセットマネジメント】 

会社名 ：au アセットマネジメント株式会社 

所在地 ：東京都千代田区西神田三丁目２番１号 千代田ファーストビル南館４Ｆ 

代表者名 ：代表取締役社長 竹井 雅人 

株主構成 ：au フィナンシャルホールディングス 66.6％ 

大和証券グループ本社 33.4％ 

事業内容 ：金融事業 

投資運用業（関東財務局長（金商）第 3062 号） 

確定拠出年金運営管理業（確定拠出年金運営管理機関登録番号 792） 

金融商品仲介業者（関東財務局長（金仲）第 872号） 

加入協会 ：一般社団法人投資信託協会 

 

以上 


